
会場には多くの観客が集まり、迫力ある演奏を楽しんだ

太鼓連響宵祭り

　9 月 20 日夜、上長尾集会場前で「能登町太鼓連響
宵祭り」があり、連響に加盟する 6 団体が力強い演奏
を披露しました。上長尾の祭礼の日に合わせ行われた
もので、トラックの荷台を利用したステージの前には
多くの観客が集まりました。
　広場には灯りをともしたキリコが飾られ、背景とな
る民家の庭木がライトアップされるなど、幻想的な雰
囲気の中でステージを楽しみました。

秋の夜に響く勇壮な太鼓

　金沢星稜大学の学生 94 人は 9 月 16 日、柳田の白山神社の例祭「柳田大祭」に参加し、祭りを
活気づけました。午前に国民宿舎能登やなぎだ荘に到着した一行は事前学習に臨み、柳田公民館
長で NPO 法人「のとキリシマツツジの郷」事務局長の政田成利さんから、高齢化が進む地域の現
状や柳田大祭の歴史、NPO の地域づくり活動について説明を受けました。
　同大は平成 21 年から祭りに参加しています。今年の学生参加者数は過去最多で、住民と共に 4
基のキリコを運行しました。受入を担当した日詰脇地区宮総代の井口隆彦さんは「祭りを盛り上
げてくれる若い力はありがたい。能登の人たちが誇り、守り続
ける祭り文化の奥深さを感じてほしい」と話していました。

柳田大祭に星稜大生94人が参加
学生の若い力で祭り活性化

　日本で学ぶ世界各国の留学生が石川の地に集う
「ジャパンテント」は 8 月 20 日に開幕し、能登町には

9 人の留学生が 21 日から 24 日まで滞在しました。
　ホストファミリーとの対面式で持木町長は「町の魅
力を存分に満喫し、楽しい思い出をいっぱいつくって
ください」と歓迎。小木の高瀬山にあるロシア兵慰霊
碑「ソビエット戦士の碑」では、ロシアからの留学生
であるリハリスカヤ・アンナさんが献花しました。

留学生が5軒にホームステイ
第27回ジャパンテント

ホストファミリー5家族が出席して行われた対面式

高
さ
約
13
メ
ー
ト
ル
の
「
野
田
の
大
キ
リ
コ
」

を
含
む
4
基
が
運
行

▼

▼そろいの法被でキリコを担ぐ学生たち

14

新調したそろいの法被を着て料理作りを手伝う受講生ら

「ヨバレ」祭り文化を体験
「丸の内朝大学」受講生　祭礼に参加

　東京の市民講座「丸の内朝大学」地域プロデューサー
クラスの受講生らは 9 月 2 日、黒川の白山神社の祭礼
に参加し、親戚や知人をもてなす宴席「ヨバレ」など
を通じて能登の祭り文化に触れました。
　受講生 4 人がそろいの法被を着て、中谷家の建築様
式を調査する石川高専の学生らと地元の 4 軒を訪問。
赤飯や煮物などのヨバレ料理を手伝い、夜には神輿と
キリコを見物し、住民と和やかに交流しました。

　祭りやイベントを通じて能登の伝統文化を学ぼう
と、東海大学観光学部の松本亮三ゼミ、服部泰

とおる

ゼミの
教員・学生ら 19 人が 8 月 22 日からの 3 日間、能登
町を訪れ鵜川にわか祭やござれ祭りを体験しました。
　にわか祭では鵜川の魚町組に交じって活動し、祭り
前日のにわか組み立てから、当日の神事や町内回りま
でを体験。その夜に本祭りを見学し、能登の祭礼につ
いて学びました。

地域の人と共に過ごし、祭りについて学んだ学生たち

伝統文化から観光を考える
今年も東海大学観光学部がゼミ合宿

　園内の適正な誘導や魅力的な情報発信で誘客に結び
つけようと、金沢学院大学の越田久文ゼミの教員・学
生 13 人が 8 月 20 日から 23 日、25 日から 28 日まで
の日程で柳田植物公園を訪れ、デザイン提案のため活
動しました。
　活動では、老朽化している園内の案内看板や、ホー
ムページの更新デザインを提案するため、現地調査や
関係者に対して聞き取りが実施されました。

柔軟な発想でプランニング
金沢学院大学美術文化部がデザイン

園内施設の状況を調査する学生たち

自身の体験や来年の研修生へのアドバイスを発表した

中学生海外派遣事業

　9月19日、役場能都庁舎で中学生海外派遣事業の報告
会があり、オーストラリアに派遣された11人が体験を
発表しました。7月23日から8月1日までの10日間の日
程でブリスベン、ゴールドコーストを訪れました。
　リーダーを務めた小木中2年の廣瀬英大郎さんは「一
番心に残ったことは、ホストファミリーや現地であっ
た皆さんが、笑顔で温かく迎えてくれたこと」と話し、
大きな成長につながった日々を振り返りました。

充実の10日間を報告

15_NOTO＋2014.10
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8
月
19
日
か
ら
の
大
雨
災
害
に
よ
り
被
害

を
受
け
た
広
島
市
へ
の
募
金
箱
を
12
月
下
旬

ま
で
、
役
場
各
庁
舎
、
支
所
・
出
張
所
の
窓

口
に
設
置
し
ま
す
。温
か
い
ご
支
援
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
問
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
62
）
８
５
１
０

お
知
ら
せ

土
砂
災
害
の
被
災
地
・
広
島
に

温
か
い
ご
支
援
を

　
「
忙
し
く
て
」「
つ
い
、
う
っ
か
り
」
国
民

年
金
保
険
料
を
納
め
忘
れ
る
と
、
将
来
の
年

金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
得
ま
す
。

　

安
心
確
実
な
納
付
の
た
め
、
口
座
振
替
が

お
勧
め
で
す
。
口
座
振
替
に
は
、
月
々
50
円

割
引
さ
れ
る
制
度
の
ほ
か
、
現
金
納
付
よ
り

も
割
引
額
が
多
い
6
カ
月
、
1
年
、
2
年
の

前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
口
座

振
替
制
度
の
ご
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
は
、納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、

通
帳
、
金
融
機
関
届
出
印
を
持
参
の
上
、
ご

希
望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
お

申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
　
　

問
七
尾
年
金
事
務
所

☎
０
７
６
７
（
53
）
６
５
１
１

役
場
町
民
課
☎
（
62
）
８
５
０
０

お
知
ら
せ

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
お
得
で
す

　

家
屋
を
新
築
、
増
築
し
た
と
き
は
法
務
局

へ
の
登
記
申
請
が
必
要
で
す
。
未
登
記
の
場

合
に
は
固
定
資
産
税
の
算
定
の
た
め
、
税
務

課
へ
未
登
記
家
屋
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。

　

家
屋
を
滅
失
（
取
り
壊
し
）
し
た
と
き
は
、

登
記
さ
れ
て
い
る
建
物
は
法
務
局
へ
滅
失
登

記
を
、
未
登
記
の
場
合
は
税
務
課
へ
滅
失
の

届
出
を
し
な
い
と
、
存
在
し
な
い
家
屋
に
そ

の
ま
ま
課
税
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま

す
。
現
状
に
あ
っ
た
適
切
な
課
税
の
た
め
、

忘
れ
ず
に
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
届
出
に
必
要
な
も
の
〉

・
届
出
書
（
税
務
課
、
役
場
各
庁
舎
、
支
所
・

お
知
ら
せ

家
屋
の
新
築
、
増
築
、

取
り
壊
し
の
際
は
届
出
を

出
張
所
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
）

・
印
鑑　

　
　

問
税
務
課
（
62
）
８
５
０
５

　
（
公
財
）
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金
で
は
、

能
登
の
交
流
人
口
拡
大
や
、
地
域
ブ
ラ
ン
ド

育
成
な
ど
の
取
り
組
み
を
対
象
に
平
成
27
年

度
事
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
説
明
会
日
程
〉

・
10
月
16
日
㊍

　

10
時
30
分
～　

県
奥
能
登
行
政
セ
ン
タ
ー

　
（
能
登
空
港
内
）
41
会
議
室

　

14
時
～　

県
中
能
登
総
合
事
務
所
会
議
室

　
（
七
尾
市
小
島
町
ニ
部
33
）

・
10
月
17
日
㊎

　

14
時
～　

県
庁
14
階
１
４
０
７
会
議
室

〈
対
象
者
〉

　

能
登
の
活
性
化
に
取
り
組
む
県
内
の
民
間

　

団
体

※
参
加
方
法
な
ど
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
（
公
財
）
能
登
半
島
地
震
復
興
基
金

（
県
庁
地
域
振
興
課
内
）

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
３
１
７

http://noto-fukkoukikin.jp/

募
集

能
登
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

事
業
を
募
集
し
ま
す

　

県
で
は
、
い
し
か
わ
景
観
総
合
条
例
を
平

成
20
年
に
制
定
し
、
美
し
い
石
川
の
景
観
の

保
全
・
創
出
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
23
年
に
は
、
能
登
4
市
4

お
知
ら
せ

い
し
か
わ
景
観
総
合
条
例

海
岸
沿
線
追
加
指
定
説
明
会

町
が
世
界
農

業
遺
産
に
認

定
さ
れ
、
そ

の
際
、
能
登

の
里
山
里
海

の
景
観
も
高

く
評
価
さ
れ

た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
の
美
し
い
能
登
の
里
山
里
海
景
観
を
保

全
す
る
た
め
、
古
く
か
ら
半
農
半
漁
の
集
落

が
立
地
し
、
今
な
お
能
登
ら
し
い
里
山
里
海

が
色
濃
く
残
る
、
能
登
の
沿
岸
部
を
周
遊
す

る
幹
線
道
路
沿
線
を
条
例
に
基
づ
く
特
別
エ

リ
ア
（
地
域
）
に
追
加
指
定
す
る
作
業
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

概
要
に
つ
い
て
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

の
で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
期
日
〉

10
月
5
日
㊐

〈
会
場
〉

10
時
～
11
時
…
輪
島
市
役
所
3
階
大
会
議
室

14
時
～
15
時
…
珠
洲
市
産
業
セ
ン
タ
ー
3
階

生
活
改
善
研
修
室

http://w
w

w
.pref.ishikaw

a.lg.jp/toshi/

keikan/h26setum
eikai.htm

l

　
　
　
問
県
土
木
部
景
観
形
成
推
進
室

☎
０
７
６
（
２
２
５
）
１
７
５
９
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本
年
度
、
能
登
消
防
署
で
は
4
人
の
職
員

が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。
新
任
職
員
は
金
沢
市

に
あ
る
県
消
防
学
校
で
半
年
間
の
初
任
科
教

お
知
ら
せ

地
域
の
安
全
に
意
気
込
む

本
年
度
採
用
消
防
士
の
紹
介

育
を
受
け
、
勉
学
や
厳
し
い
訓
練
に
励
み
ま

す
。

　

半
年
間
の
前
期
初
任
科
教
育
を
終
え
、
10

月
か
ら
能
登
消
防
署
で
勤
務
す
る
2
人
と
、

こ
れ
か
ら
半
年
間
、
後
期
初
任
科
生
と
し
て

消
防
学
校
で
学
ぶ
2
人
を
紹
介
し
ま
す
。

　どのような災害に
も 対 応 し、 迅 速 に 動
け る 知 識、 技 術 を 身
に つ け て き ま し た。
これからも努力に励
み、 安 全 を 保 て る 消
防士を目指して頑張
ります。

水元佑哉（宇出津）

　消防学校では訓練、
勉学に励み多くのこ
とを学んできました。
消防学校でつけた知
識、体力を活かして
地域に貢献できる消
防士を目指して頑張
ります。

境谷 駿一（五郎左エ門分）

　 消 防 学 校 で 火 災、
救助等の現場で必要
な 体 力、 技 術、 精 神
力を養い、町民の方々
から頼られる消防士
に成長できるよう励
んできます。

中谷槙佑（河ヶ谷）

　消防学校で多くの
ことを学び、災害時
には、迅速かつ的確
な対応をし、地域の
方々が安心して生活
できるように日々努
力していきます。

政田龍平（石井）

◎前期初任科を修了し、能登消防署で勤務する 2 人

◎後期初任科教育のため、県消防学校に派遣される 2 人

きれいな里海を未来へ残そう　下水道に接続を

公共下水道への接続工事を行う場合、および使用を開始しようとするときは次の点にご注意ください。

届出が必要なとき
　・公共下水道が整備された区域内で建物を新築・増改築するとき

　・単槽の浄化槽やくみ取り便所等を廃止して下水道へ接続するとき

排水設備の接続工事に伴う届出
　１．工事着工前

　　排水設備工事を行う場合は、事前に「排水設備等計画確認申請書」を提出してください。 

　　㊟接続工事は町が指定した「排水設備指定工事店」でなければ行うことができません。
　２．工事完了後

　  排水設備工事の工事完了後、５日以内に次の書類を提出してください。        

　　・排水設備等工事完了届

　　・公共下水道使用開始届

　　開始後、汚水排水量（水道の使用水量）に応じた下水道使用料をいただきます。       

　無届による工事等により下水道使用料が徴収漏れとなった場合、過去にさかのぼって使用料を納付していただ

くことになりますので、速やかに申請するようご協力ください。 

問上下水道課☎ 72-2507

下水の接続には届出が必要です
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【下り】　穴水駅から能登町・珠洲市方面　金・土・日運行
穴水駅～珠洲市間 穴水駅 穴水此の木 柳田天坂 柳田上町 すずなり館 狼煙

穴水からの運賃 900 円 1300 円

時刻 14:20 14:25 14:58 15:00 15:26 16:14
15:30 15:35 16:08 16:10 16:36 17:24

柳田天坂～珠洲市間 
（宇出津経由） 柳田天坂 宇出津駅 内浦庁舎 恋路 見付

柳田天坂からの運賃 400 円 900 円

時刻 15:05 15:15 15:36 15:42 15:47
16:20 16:30 16:51 16:57 17:02

【上り】　珠洲市・能登町から穴水駅方面　土・日・月運行
珠洲市～穴水駅間 鉢ヶ崎 すずなり館 

※降車不可
柳田上町 

※降車不可
柳田天坂 

※降車不可 穴水此の木 穴水駅

穴水までの運賃 1300 円 900 円
時刻 10:35 10:46 11:10 11:12 11:45 11:50

乗り継ぎ

　珠洲市・能登町広域公共交通活性化協議会では、観
光客の利便性向上のため穴水駅発着のシャトルバスを
実証運行します。鉄道で穴水駅まで来た人、金沢から

特急バスで穴水此の木まで来た人を対象としています
が、町内の人も利用できます。シャトルはスズ交通株
式会社の車両で運行されます。

※町野線の「上町」バス停と、特急バスの「柳田上町」バス停は、位置が異なります。柳田上町バス停は、立体交差点の珠洲方面側の出入口にあります。

問珠洲市・能登町広域公共交通活性化協議会（珠洲市財政課内）☎ 82-7716
　能登町企画財政課☎ 62-8503

長年にわたり子育て支援に従事

母子保健推進員の表さんに知事表彰
　9 月 4 日、県庁で平成 26 年度県公衆衛生功労者母子保健事業
従事者知事表彰があり、松
波の表美紀子さんが社会奉
仕活動者（母子保健推進員）
として表彰を受けました。
　表さんは平成 8 年に旧
内浦町の母子保健推進員に
委嘱され、現在まで 18 年
間、活動に携わっています。
乳幼児宅の家庭訪問、保育
所を回っての寸劇、離乳食
教室での乳幼児の見守りな
ど、長年にわたり母子保健
活動や子育てボランティア
活動を行っています。

賞状を手にする表さん

お
知
ら
せ

原
子
力
防
災
訓
練
に
ご
協
力
を

　

11
月
2
、
3
日
に
県
原
子
力
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
で
は
宇
出
津
小
学
校
と
小
木
港
で
、
志

賀
町
の
一
部
避
難
住
民
の
た
め
の
受
け
入
れ

訓
練
と
食
糧
等
調
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

〈
日
時
〉

11
月
2
日
㊐　

午
前
8
時
～
午
後
5
時
半

　
　

3
日
㊗　

午
前
8
時
～
午
後
3
時

〈
場
所
〉

志
賀
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
、
県
庁
ほ
か

〈
町
内
で
の
訓
練
〉

宇
出
津
小
学
校
…
避
難
者
受
入
訓
練
、
食
糧

等
調
達
訓
練

小
木
港
…
食
糧
等
調
達
訓
練

　
　
　
　
問
総
務
課
危
機
管
理
室

☎
（
62
）
８
５
１
０

穴水 ⇌ 能登 ⇌ 珠洲

INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

19_NOTO＋2014.10

契約金額500 万円以上の入札結果です。
全入札結果は町ホームページに掲載しています。 　問監理課☎62-8504

入札結果
8月16日～9月15日

件　　　　　　名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者
能登町立鵜川小学校スクールバス　管理運行業務
委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 6,499,440 円 ㈲恋路観光バス

能登町立松波小学校スクールバス　管理運行業務
委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 9,460,800 円 ㈲恋路観光バス

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　配水管布設工事（国重地内）　2 工区 国重 上下水道課 14,256,000 円 ㈲モアグリーン

平成 26 年度　能登町特定環境保全公共下水道事
業（宇出津処理区）　新港中継ポンプセンター　
長寿命化計画策定業務

宇出津新港 上下水道課 5,216,400 円 ㈱中央設計技術研究所

平成 26 年度　能登町特定環境保全公共下水道事
業（宇出津処理区）　新港中継ポンプセンター　
耐震診断業務

宇出津新港 上下水道課 10,022,400 円 ㈱中央設計技術研究所

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業（住宅・
建築物アスベスト改修）　柳田山村開発センター
　アスベスト除去工事

柳田 農林水産課 23,220,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　道整備交付金事業　町道 2 級石井
久田 1 号線（その 2）　舗装工事 久田 建設課 5,670,000 円 島屋建設㈱

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町
道松波布浦 1 号線　消雪施設設備　測量設計業務 松波 建設課 5,724,000 円 ㈱東洋設計

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町
道藤波崎山 1 号線　道路改良工事（橋梁上部工） 崎山 建設課 77,760,000 円 ㈱ピーエス三菱　金沢営

業所
能登町立能都中学校スクールバス　管理運行業務
委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 7,626,960 円 ㈲恋路観光バス

能登町立柳田小学校及び柳田中学校スクールバス
　管理運行業務委託 管内 教 育 委 員 会

事務局 18,584,640 円 ㈲恋路観光バス

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業（住宅・
建築物耐震改修）　柳田情報センター　耐震改修
工事

柳田 農林水産課 16,524,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　農村総合整備事業（体質強化型）　
鈴ヶ嶺地区　用排水路・暗渠排水整備工事 鈴ヶ嶺 農林水産課 8,478,000 円 ㈲干場重機建設

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　配水管布設工事（久田地内）　1 工区 久田 上下水道課 23,544,000 円 北能産業㈱

平成 26 年度　柳田地区　簡易水道再編推進事業
　配水管布設工事（久田地内）　2 工区 久田 上下水道課 22,356,000 円 ㈱青木産業

平成 26 年度　社会資本整備総合交付金事業　町
道白丸 2 号線　道路改良工事 白丸 建設課 5,324,400 円 ㈲和光建設

平成 26 年度　能登町衛生センター　第二期施設
整備工事 藤波 環境対策課 13,284,000 円 ㈱クリタス　東海支店

のと里山空港	10月のイベント

■ 19 日㊐　おらが故郷お国自慢
　長谷部太鼓（穴水町）によるミニコンサート

〈時間〉15:15〈場所〉のと里山空港 2 階ロビー

「空の日」フェスタ
12日㊐　10:00 ～ 16:30
　往復利用旅行券が当たる「のと里山空港ウルトラクイ
ズ」「紙飛行機 的入れゲーム」など多彩なイベントを開催

イベント内容の詳細は「のと里山空港ホームページ」
をご覧ください。http://www.noto-airport.jp/

まちづくりの企画を募集
公益信託能登町エンデバーファンド 21
　まちづくり活動に取り組むグループなどに対し、その企画内容に
応じて助成を行います。
 助成事業の内容
　①まちづくり活動の調査研究　②地域の環境保全・改善などのま
　ちづくり活動の企画や活動の実施　③まちづくり活動に取り組む
　グループ相互間の交流や情報交換　④地域振興・観光振興などの
　ための施設整備
 受付期間　12 月 26 日㊎まで
 申請方法　「助成事業申請書」に必要事項を記入し、興能信用金庫
　　　本店営業部に提出して下さい。申請書は同金庫にあります。

問企画財政課☎ 62-8503
興能信用金庫本店営業部☎ 62-1122

㈱しんきん信託銀行☎ 03-3564-8465



購
入
に
要
す
る
費
用
の
１
／
２
、
上
限
５
万

円
。
費
用
に
は
本
体
、
付
属
設
置
品
、
工
事

費
を
含
み
ま
す
。

問
ふ
る
さ
と
振
興
課
☎
（
62
）
８
５
３
２

募
集

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ
の

購
入
費
用
を
助
成
し
ま
す

　

町
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止
や
、
循
環
型

社
会
の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
く
た
め
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ス
ト
ー
ブ

の
設
置
に
要
す
る
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

　

予
算
が
な
く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す

の
で
、冬
が
近
づ
く
前
に
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

〈
補
助
対
象
者
〉

・
町
内
の
住
宅
、事
業
所
な
ど
に
設
置
す
る
人

・
町
税
な
ど
の
未
納
が
な
い
人

補
助
は
１
世
帯
ま
た
は
1
事
業
所
に
つ
き
１

回
限
り

〈
対
象
ス
ト
ー
ブ
〉

・
木
質
ペ
レ
ッ
ト
を
燃
料
と
し
て
使
用
し
、

安
定
し
た
燃
焼
を
確
保
す
る
た
め
、
燃
料
の

定
量
的
な
供
給
が
で
き
る
構
造
の
も
の

・
薪
（
木
材
お
よ
び
木
材
の
廃
材
）
を
燃
料

に
使
用
し
た
も
の

※
い
ず
れ
も
未
使
用
の
ス
ト
ー
ブ
に
限
る

〈
補
助
額
〉

■
募
集
期
間
…
10
月
15
日
㊌
ま
で

■
対
象
住
宅

城
野
住
宅　

住
所
…
宇
出
津
山
分
5
字
26
番
地

家
賃
…
月
額
２
０
，
９
０
０
円
～
３
１
，

１
０
０
円
（
15
号
棟
36
号
・
3
Ｄ
Ｋ
）

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動　

桜
木
住
宅　

住
所
…
鵜
川
30
字
1
番
地

家
賃
…
月
額
１
６
，
３
０
０
円
～
２
４
，

３
０
０
円（
1
号
棟
１
３
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）、

１
６
，
４
０
０
円
～
２
４
，
４
０
０
円（
２

号
棟
２
２
１
号
・
２
Ｄ
Ｋ
）

※
金
額
は
所
得
に
応
じ
て
変
動

わ
す
み
団
地　

住
所
…
上
町
ほ
字
27
番
地

家
賃
…
月
額
３
５
、０
０
０
円
（
2
号
棟
1

番
・
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

※
い
ず
れ
の
住
宅
も
敷
金
は
家
賃
の
3
カ
月

分
で
す
。

■
入
居
資
格

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
人
（
予
定
者
を

含
む
）
②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明

募
集

町
営
住
宅
入
居
者

ら
か
な
人
③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
人

④
入
居
者
の
月
額
所
得
が
次
の
基
準
に
該
当

・
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下（
城
野
、
桜
木
）

・
１
５
８
，
０
０
０
円
以
上（
わ
す
み
）

⑤
単
身
よ
り
も
複
数
世
帯
を
優
先

問
建
設
課
住
宅
係
☎
（
76
）
８
３
０
４

まちからのお知らせ＆ニュース INFORMATION

　

河
川
で
の
サ
ケ
の
採
捕
は
、
水
産
資
源
保

護
法
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ケ
が

河
川
に
帰
っ
て
く
る
の
は
、
皆
さ
ん
が
き
れ

い
な
河
川
環
境
を
実
現
し
よ
う
と
努
力
を
重

ね
た
結
果
で
す
。
北
の
海
か
ら
長
い
旅
を
経

て
、
産
卵
の
た
め
に
生
ま
れ
た
河
川
に
戻
っ

て
き
た
貴
重
な
サ
ケ
で
す
。
採
捕
せ
ず
温
か

く
見
守
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
問
県
水
産
課
企
画
流
通
グ
ル
ー
プ

☎
０
７
６
―
２
２
５
―
１
６
５
２

お
知
ら
せ

河
川
で
の
鮭
の
採
捕
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

募
集

地
域
を
良
く
す
る
活
動
団
体
に

助
成
し
ま
す

ニ
ュ
ー
ス

コ
ー
プ
い
し
か
わ
と

高
齢
者
見
守
り
に
関
す
る
協
定

合
、
町
に
連
絡
す
る
内
容
で
す
。
コ
ー
プ
い

し
か
わ
と
は
平
成
25
年
3
月
に
災
害
時
支
援

に
関
す
る
協
定
も
結
ん
で
い
ま
す
。

　

町
共
同
募
金
委
員
会
で
は
、
地
域
を
良
く

し
よ
う
と
活
動
す
る
福
祉
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
を
支
援
し
ま
す
。
助
成
を
希
望

す
る
町
内
の
団
体
の
募
集
し
ま
す
。

〈
募
集
期
間
〉
12
月
15
日
㊊
ま
で

　
　
　

問
町
共
同
募
金
委
員
会

（
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

☎
（
72
）
２
３
２
２

　

町
と
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
い
し
か
わ
は

8
月
20
日
、「
地
域
見
守
り
に
関
す
る
協
定
」

を
締
結
し
ま
し
た
。
コ
ー
プ
い
し
か
わ
が
配

達
の
際
に
対
象
住
民
の
異
変
を
察
知
し
た
場

調印式にはコープいしかわのキャラク

ター「コポ丸」も訪れた。
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INFORMATION まちからのお知らせ＆ニュース

【能登町役場】☎62-1000㈹

■能都庁舎（FAX62-4506）

〒 927-0492
宇出津新 1 字 197 番地 1
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507
　町民課☎62-8500
　能都サービス室
　　　　　　☎62-8500
　ふるさと振興課
　　　　　　☎62-8532
　会計課☎62-8509

■柳田庁舎（FAX76-0039）

〒 928-0392
柳田仁部 54 番地
　広報情報推進課
　　　　　　☎76-8301
　農林水産課☎76-8302
　柳田サービス室
　　　　　　☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304

■内浦庁舎（FAX72-2108）

〒 927-0692
松波 13 字 75 番地
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502
　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室
　　　　　　☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局
　　　　　　☎72-2509

■議会庁舎

〒 928-0312
上町 8 字 485 番地
　議会事務局☎76-8310

今月の納期　10月31日金
　

税
・
料
金

軽
自
動
車
税

固
定
資
産（
都
市
計
画
）税

町
県
民
税

国
民
健
康
保
険
税

介
護
保
険
料

後
期
高
齢

4月 全
期

1
期

5月 1 2
6月 1 3
7月 2 1 1 4
8月 2 2 2 5
9月 3 3 6

10 月 3 4 4 7
11月 5 5 8
12月 3 6 6 9
1月 4 7 7 10
2月 4 8 8 11
3月 9 9 12

納
期

子ども・子育て支援新制度とは
　・幼児期の教育や保育及び地域の子育て支援を総合的に推進する制度で、平成
　　27 年 4 月にスタートすることになっています。
　・幼稚園と保育所のいいところをひとつにした「認定こども園」の普及を図ります。
　・子どもが減ってきている地域の子育てもしっかり支援します。
子ども・子育て支援新制度で変わること
　・保育所などの施設の利用を希望する保護者は、利用のために「保育の必要性」
　  の認定の手続が必要となります。
　・お子さんの年齢や、保護者の就労状況、家庭状況から町が保育の必要性を判断
　  し、次の認定に区分されます。

認定区分 　対象者 施設

1 号認定 お子さんが満 3 歳以上で、2 号認定に
該当しないが教育を希望される場合

・幼稚園
・認定こども園

2 号認定
お子さんが満 3 歳以上で、保育の必要
な事由に該当し、保育所や認定こども
園などで保育を希望される場合

・保育所
・認定こども園

3 号認定
お子さんが満 3 歳未満で、保育の必要
な事由に該当し、保育所や認定こども
園などで保育を希望される場合

・保育所
・認定こども園

　・保育を必要とする事由

これからの予定
　新制度への移行にあたって、国が定める「基本指針」に基づき、地域のニーズを
踏まえた「子ども・子育て支援事業計画」を策定することとされています。町にお
いても、子育て支援などに関するニーズを把握するとともに、「能登町子ども・子
育て会議」において、子育て中の方、子育て支援に携わっている方などの意見を伺
いながら、事業計画の策定を進めています。
　新制度へ円滑に移行できるよう、必要な準備を進めていますが、例年 10 月に受
付けている保育所 ( 園 ) 入所申込が、新制度への対応のため遅れる見込です。ご了
承をお願いします。

問健康福祉課児童福祉係☎ 72-2512

21_NOTO＋2014.10

　はかりの「定期検査」を実施します。
〈内浦地区〉　内浦福祉センター　10 月 6 日㊊ 13 時～ 15 時
〈柳田地区〉　柳田体育館　10 月 7 日㊋ 12 時 30 分～ 15 時
〈能都地区〉　役場能都庁舎　10 月 8 日㊌ 12 時 30 分～ 15 時

　問石川県計量検定所☎ 076-241-4157、ふるさと振興課☎ 62-8532

取引・証明用の「はかり」は定期検査が必要です

・就労　※フルタイムのほか、パートタイム、自営業などの居宅内の

　　　　  労働など、基本的に全ての就労を含む。

・妊娠、出産　・保護者の疾病、障害

・同居又は長期入院等している親族の介護・看護

・災害復旧

・求職活動　※起業準備を含む。

・就学　※職業訓練校等における職業訓練を含む。

・虐待やＤＶのおそれがある場合

・育児休業取得中に、既に保育を利用している子どもがいて継続

  利用が必要な場合

・その他、上記に類する状態として町が認める場合
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芸
術
部
門

〈
日
時
〉11
月
1
日
㊏
～
2
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〈
会
場
〉内
浦
多
目
的
交
流
研
修
施
設

１．柳田発、山中経由　会場行
バス停名 朝の便 昼の便

柳田 8:15 12:00
上町公民館前 8:20 12:05
中又 8:23 12:08
能都庁舎 8:30 12:15
山中 8:36 12:21
不動寺 8:40 12:25
上 8:43 12:28
内浦庁舎前 8:47 12:32
内浦体育館 8:50 12:35

２．鵜川発、小木経由　会場行
バス停名 朝の便 昼の便

鵜川口 7:50 12:00
能都七見 7:53 12:03
矢波弁天 7:57 12:07
波並駅前 8:00 12:10
藤波駅口 8:03 12:13
能都庁舎 8:08 12:18
羽根漁港 8:15 12:25
本小浦 8:20 12:30
縄文真脇温泉口 8:25 12:35
小木港 8:30 12:40
九十九湾 8:35 12:45
能登新保 8:38 12:48
新村 8:42 12:52
宮崎 8:45 12:55
内浦体育館 8:50 13:00

文化祭マイクロバス運行表
※ 2 日㊐のみ運行。奥能登バス等の

バス停付近に停車します。 １．山中経由、柳田行
乗り場 昼の便 夕方の便

内浦体育館 11:00 16:30
能都庁舎 11:20 16:50
柳田 11:35 17:05

２．小木経由、鵜川行
乗り場 昼の便 夕方の便

内浦体育館 11:00 16:30
能都庁舎 11:40 17:10
鵜川口 12:00 17:30

帰りの便
　帰りは逆ルートで運行。夕方の便は
　芸能発表が終了次第発車します。

能登町文化協会 10 周年記念事業

西房浩二大作展

〈夜想曲〉

能登町立美術館（羽根万象美術館）
10/21 ㊋～ 11/16 ㊐

※月曜休館、11/3 ㊗は開館します。

作品解説

11/4 ㊋、16 ㊐　午前 11 時、午後 2 時

主催　能登町文化協会
共催　能登町・能登町教育委員会
後援　北國新聞社・北陸放送・テレビ金沢・エフエム石川

日本航空学園	航空祭2014		夢・空・11
10月11日㊏・12日㊐　9:00 ～ 16:00

問日本航空学園☎ 0768-26-2255
http://jaaw-hs.net/（高校航空祭情報リンクより）

　観閲行進（11 日 13:00 ～）、YS-11 やヘリコプター・
航空機展示、フライトショー、ダンスアトラクション、
お化け屋敷、ヘリコプター遊覧飛行、キャビンアテ
ンダントカフェ、オープンキャンパスなど盛りだく
さん。

YS-11と綱引き

模擬店も出店

23_NOTO＋2014.10

参加者募集 !
参加無料・バス送迎付

〈募集期間〉10 月 1 日㊌～ 11 月 20 日㊍　※当日消印有効

〈応募資格〉県内在住で、平成 27 年 4 月 1 日現在満 6 歳以上の人

　　　　　　※ 18 歳未満は成人と一緒にご応募ください。

〈募集人数〉約 3,000 人（応募者多数の場合は抽選）

〈応募方法〉専用の「参加応募用紙」に必要事項を記入して、郵送、ファクシミリまたは持参にて応募して

　　　　　ください。電話での応募はできません。

　　　　　　大会ホームページからは、電子申請による応募や、「参加応募用紙」をダウンロードすること

　　　　　ができます。詳しくは「応募ガイド」または大会ホームページをご覧ください。

〈お申し込み・お問い合わせ先〉
　　第 66 回全国植樹祭石川県実行委員会事務局（県農林水産部全国植樹祭推進室内）

　　〒 920-8580 金沢市鞍月 1-1　県庁 14 階　　☎ 076-225-1673　FAX. 076-225-1619

　　大会ホームページ

　〈開催日〉　平成 27 年 5 月 17 日㊐　

　〈行事予定〉10 時 10 分～ 12 時 20 分。その後、記念植樹

　　　　　　　※午前 5 ～ 6 時に集合、午後 4 ～ 6 時頃に解散

　〈大会会場〉小松市　式典：木場潟公園中央園地　植樹：木場潟公園、憩いの森

　〈行事内容〉記念式典、アトラクション、参加者記念植樹

　　　　　　おもてなし広場（特産品の販売、森林・林業関係の展示等）

　〈参加特典〉県産食材を盛り込んだ「全国植樹祭公式弁当」および「大会記念品」を進呈

第 66 回全国植樹祭

　全国植樹祭は、豊かな国土の基盤である森林・緑に対する国民的理解を深めるため、毎年春季に
天皇皇后両陛下ご臨席のもと開催される国土緑化運動の中心的行事です。石川県では、昭和 58 年
に河北郡津幡町で開催して以来、32 年ぶり 2 回目の開催となります。幅広い世代から多くの県民
の方々にご参加いただくため、大会の参加者を募集します。この機会に全国植樹祭に参加して、健
全な森林の育成について一緒に考えてみませんか？
　各市町ごとの集合地から会場まで、バス送迎にてご参加いただきます。

植樹祭　いしかわ

　森林資源の利活用を通じた豊かな森・ふるさとづく
りをテーマに森林 ( 里山 ) 資源の利活用について議論
するシンポジウムを開催します。ぜひご参加ください。

●第 1 部：10 月 27 日㊊
基調講演・パネルディスカッション

〈会場〉県地場産業振興センター新館コンベンション
ホール

〈テーマ〉「森林資源の利活用を通じた豊かな森・ふる
さとづくり（仮）」
13:00　主催者等挨拶
13:10　基調講演：（株）日本総合研究所 主席研究員

藻谷浩介「森林資源の利活用を通じた豊かな森・
ふるさとづくり」

15:15　パネルディスカッション
コーディネーター：香坂 玲（金沢大学准教授）
パネリスト：林業・木材産業関係者

●第 2 部：10 月 28 日㊋ 9:30 ～ 11:30　分科会
〈会場〉金沢市民芸術村パフォーミングスクエア・里
山の家
第１分科会　「革新する伝統工芸～木とともに～（仮）」  
森林資源を活かした伝統工芸の世界で革新をつづける
匠を招き、工芸と森林資源について討論します。
第２分科会　「森×女子が創るふるさと（仮）」　

全国植樹祭記念シンポジウム


